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１．概要（Summary） 

 固体高分子形燃料電池のカソード触媒の酸化還元

反応活性を向上させることが求められている。酸素還

元反応は電極触媒と Nafion の界面で起こるため、高

活性な反応場を設計するためには電極・イオノマー界

面構造の理解が必要である。本研究では電極・イオノ

マーのモデル界面を構築し、分析することで界面構造

を明らかにすることを目的としている。そこで京都大学

ナノテクノロジーハブ拠点の触診式段差計および分光

エリプソメーターを用いて、構築した電極・イオノマーモ

デル界面のキャラクタリゼーションを行った。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

触針式段差計、分光エリプソメーター 

【実験方法】 

マグネトロンスパッタリング装置によりガラス基板上に Pt

を蒸着した。Pt の膜厚は蒸着時間により制御した。触針

式段差計を用いて蒸着した Ptの厚みを測定した。作製し

た Pt/ガラス基板上に対し、スピンコーターを用いることで、

Nafion 膜を塗布した。Nafion 膜の厚みは Nafion 分散

液の濃度およびスピンコーターの回転数、時間により制

御した。Nafion 膜の厚みは分光エリプソメーターにより評

価した。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

触針式段差計により測定した Pt膜の厚みを Fig. 1に

示す。スパッタリング時間によって Pt の膜厚が nm オー

ダーで制御できることが確認できた。 

分光エリプソメーターにより測定した Nafion 膜の厚み

をFig. 2に示す。Nafion分散液の濃度とスピンコーター

の回転数により Pt 上の Nafion の膜厚を nm オーダー

で制御できることが確認できた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．その他・特記事項（Others） 

 なし。 
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６．関連特許（Patent） 

 なし。 

Fig. 1 Thickness of the prepared platinum 

with various sputtering time. 
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Fig. 2 Thickness of the prepared nafion film 

with various concentration of Nafion solution 

and with various rotation speed of a spin 

coater. 


